
一ジ
ネ
ス
研
究

里局
を
抑
え
て

す体
験
」
す
る
企

ソ
込
ん
だ
点
が
高

４信

。

員
は
高
崎
商
の
ヤ

〓
を
用
い
た
チ
ー

千
の
商
品
開
発
プ

升
卜
、
優
良
賞
は

〕
県
北
部
に
焦
点

に
地
域
ブ
ラ
ン
ド

″
獲
得
し
た
。

一
ダ
ル
産
業
や
意

」
焦
点
を
当
て
た

，
わ
れ
た
。
審
査

け
工
藤
幸

一
高
崎

一
攀
一
を だ
「高 っ 上
¨
］

囲
発
す
る
こ
と
が

し
た
。
新
た
な
視

え
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク

え
て
は
し
い
」
と

工
。

日
の
坂
東
部
長
は

り
反
省
を
生
か
し

の
ア・学二泉

・
一文

ア
が
評
価
さ

中
山
道
嘔

１１０
計
歩
く

７
日
か
け
高
崎
到
着

文
京
学
院
大

（東
京
都
文
京

歩
で
巡
る

「五
街
道
ウ
オ
ー
ク

区
）
の
学
生
と
教
職
員
ら
が
、　

２
０
１
２
　
Ｉ
Ｎ
中
山
道
」
で
、

長
野
県
の
諏
訪
大
社
か

互ヽ
局
崎

５５
人
が
２６
日
、
ゴ
ー
ル
の
高
崎

市
の
高
崎
城
址
公
園
ま
で
の
約

市
に
到
着
し
た
。

１
■
○
計
を
７
日
間
か
け
て
徒

　

同
大
の
五
街
道
ウ
オ
ー
ク
は 少林山達磨寺に到着 した学生

和

有

東
海
道
踏
破
に
続

い
て
２
回

目
。
学
生
主
体
で
昨
年
か
ら

コ

ー
ス
や
休
憩
所
選
び
な
ど
詳
細

な
現
地
調
査
を
行

っ
て
き
た
。

一
行
は
２０
日
朝
、
諏
訪
大
社

を
ス
タ
ー
ト
。
１
日
１０
計
程
度

を
歩
き
、
交
代
し
な
が
ら
行
程

を
つ
な
い
だ
。
２４
日
に
碓
氷
峠

を
越
え
て
本
県
入
り
。
登
山
道

を
下

っ
て
峠
越
え
し
た
ほ
か
、

碓
氷
関
所
跡
や
安
中
教
会
な
ど

の
史
跡
名
所
も
巡

っ
た
。

最
終
日
の
２６
日
は
、
安
中
駅

か
ら
高
崎
城
址
公
園
の
約
１０
計

を
歩
い
た
。
少
林
山
達
磨
寺
を

参
拝
し
ヽ
だ
る
ま
工
房
で
絵
付

け
を
体
験
、
昼
食
に
だ
る
ま
弁

当
を
食
べ
、
だ
る
ま
尽
く
し
の

１
日
を
過
ご
し
た
。

全
行
程
を
踏
破
し
た
実
行
委

の
黒
川
ま
ど
か
さ
ん

（２０
）
は

「参
加
者
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら

や
り
遂
げ
た
達
成
感
は
大
き

い
。
見
学
や
休
憩
場
所
の
提
供

に
多
く
の
方
に
親
切
に
し
て
い

た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
」
と

振
り
返

っ
た
。

1院
:大生

■
４
６
人
が
一

広
げ
た
。

参
加
者
の
一

の
人
に
贈
ら

賞
に
は
中
之
´

条

の
久
我

ア

（９０
）
が
選
ば
ユ^

さ
ん
は

「毎
［

元
気
の
秘
訣
〈

試
合
で
ゴ
ー
，ヽ

こ
と
が
で
き
Ｌ

福
祉
分
野

会

「福
祉

ハ

ェ
ァ
」
が
２４

の
グ
リ
ー
ン

福祉の仕事に理解
前橋で就職面接会


